
支給申請の手続き（2回目申請）
2回目以降の高年齢継続給付手続きを行います。

※1回目のe-Gov電子申請後こちらのページをご参照ください。

(1) 対象個人の「詳細」を押下します。

２回目の申請にある「申請作成」を押下します。
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2回目の申請書が作成されます。

以降は1回目の申請の流れと同様に必要事項にデータを入力します。

1回目に入力したデータは2回目以降も引き継ぎます。

公文書に「申請開始日」「申請終了日」の記載があった場合

2．高年齢雇用継続給付金申請書の「編集」を押下してください。

～前回申請分の返信公文書で「申請開始日」「申請終了日」の記載があった場合～
2回目以降、申請書作成時に「申請開始日」と「申請終了日」が自動入力されますが、前回分の返却公文書に
日にち変更指定があった場合「申請開始日」と「申請終了日」を次回の申請時変更して頂く必要がございます。

④支給申請の手続きを行う (2回目以降) 2/4



ステータスを「結果入力済」に変更する

e-AMANOの手続き上のステータス変更だけであり、その他の処理には影響しませんが

公文書指摘により申請期間が変更された事を一覧上で分かるようにステータスを変更することが可能です。

管理者画面左メニュー→「電子申請義務化」→「高年齢雇用継続給付手続き」→

ステータスが「承認済」になっている申請の「内容確認」を押下します。

申請開始日と申請終了日は、支給申請の

手続きを開始した時に日付が初期展開されます。

しかし、前回の申請時(今回が2回目の場合、

1回目)のe-Gov電子申請で返却された

公文書に、次回の申請開始日と申請終了日を

変更する旨の通知が記載されている場合、

ここの申請開始日と申請終了日を手修正して

頂く必要があります。
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「手続き編集」を押下し、一番下にスクロールし「結果入力済にする」を押下します。

ステータスが「結果入力済」にグレーアウトされていることを確認します。

承認後は初回申請同様、「各種申請書を確認、電子申請を行う」マニュアルをご確認ください。

※２回目以降の帳票は「高年齢雇用継続給付支給申請書」のみ作成されます。
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